
今
号
の
法
語

を
め
ざ
し
て
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
／
後
を
継
ぎ
ま
す

関
連
行
事
に
は

新
門
主
は
、
築
地
本
願
寺
で
五
年
九
か
月
の
間
、
副
住
職
を
務
め
て
経
験
を
積

カ
レ
ン
ダ
ー
に
◎
印
を
！

み
見
聞
を
広
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
法
統
を
護
る
と
と
も
に
、
宗
門
全
体
を

平
成
二
十
六
年
度
九
月
～
十
二
月
ま
で
の
光
山
寺
行
事
予
定

思
い
、
広
く
宗
教
界
を
視
野
に
入
れ
て
、
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
皆
様
の

一
覧
で
す
。
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
／
な
お
、
私
は
、
七
十
歳
ま
で
あ
と

★
光
山
寺
法
要
関
連

去
る
六
月
六
日
、
第
二
十
四
代
勝
如
門
主
か
ら
第
二
十
五
代
専
如
門
主
へ
の
法

一
年
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
先
の
こ
と
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
が
、
阿
弥
陀
如
来

九
月
二
九
・
三
〇
日
（
月
・
火
曜
）

統
継
承
式
が
「
阿
弥
陀
堂
」
と
「
御
影
堂
」
に
て
執
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

の
揺
る
ぎ
な
い
本
願
力
の
中
に
、
宗
祖
聖
人
の
み
教
え
を
仰
ぎ
、
浄
土
真
宗
の

秋
季
永
代
経
法
要
（
講
師
、
香
川
孝
志
師
）

即
如
門
主
は
前
門
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

僧
侶
と
し
て
の
務
め
を
、
で
き
る
限
り
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
二
八
・
二
九
・
三
〇
日
（
金
・
土
・
日
曜
）

専
如
門
主
は
、
一
九
七
七
年(

昭
和
五
二
年)

の
お
生
ま
れ
で
、
法
政
大
学
法
学

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）
六
月
五
日

龍
谷
門
主

釋
即
如
」

報
恩
講
法
要

（
講
師
、
福
田
康
正
師
）

部
を
卒
業
後
、
龍
谷
大
学
大
学
院
修
士
課
程
終
了
。
二
〇
〇
八
年(

平
成
二
〇
年)

法
統
継
承
に
際
し
て
の
消
息
「
本
日
、

★
山
口
教
区
・
萩
組
関
連

築
地
本
願
寺
副
住
職
に
就
任
さ
れ
、
首
都
圏
を
は
じ
め
広
く
各
地
を
訪
ね
、
宗
門

私
は
先
代
門
主
の
意
に
従
い
、
法
統

十
月
二
五
日
（
土
曜
）

全
国
仏
壮
大
会
（
福
岡
国
際
会
議
場
）

へ
の
理
解
を
深
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
以
下
に
、
即
如
門
主
退
任
の
御
消
息
と
専

を
継
承
し
、
本
願
寺
住
職
な
ら
び
に

十
一
月
八
～
九
日
（
土
・
日
曜
）

中
四
ブ
ロ
ッ
ク
婦
人
会
大
会
（
山
口
別
院
）

如
門
主
就
任
の
御
消
息
を
掲
載
し
ま
す
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
に
就
任
い

十
一
月
十
三
日
（
木
曜
）

連
続
研
修
会
（
泉
福
寺
）

退
任
に
際
し
て
の
消
息
「
本
日
、
平
成
二
十
六
年
六

た
し
ま
し
た
。
／
こ
こ
に
先
代
門
主

十
一
月
十
六
日
（
日
曜
）

萩
組
「
葬
送
儀
礼
公
開
講
座
」（
光
楽
寺
）

月
五
日
を
も
っ
て
、
私
は
本
願
寺
住
職
な
ら
び
に
浄

の
長
き
に
わ
た
る
ご
教
導
に
深
く
感

十
一
月
二
五
日
（
火
曜
）

帰
敬
式
執
行
（
山
口
別
院
）

土
真
宗
本
願
寺
派
門
主
を
退
任
し
、
後
を
本
願
寺
嗣

謝
し
ま
す
と
と
も
に
、
法
統
を
継
承
し
た
責
任
の
重
さ
を
思
い
、
能
う
限
り
の

十
一
月
二
六
～
二
八
日
（
水
～
金
曜
）
山
口
別
院
報
恩
講
法
要
（
山
口
別
院
）

法
・
新
門
に
託
す
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
／
昭
和

努
力
を
い
た
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。
／
釈
尊
の
説
き
明
か
さ
れ
た
阿
弥
陀
如
来

※
二
六
日
の
萩
組
参
拝
者
募
集
中

五
十
二
年
四
月
一
日
、
法
統
を
継
承
し
て
以
来
、
三

の
ご
本
願
の
救
い
は
、
七
高
僧
の
教
え
を
承
け
た
宗
祖
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て
、

十
二
月

九
日
（
火
曜
）

教
区
門
徒
総
代
会
結
成
四
〇
周
年
記
念
大
会
（
山
口
別
院
）

十
七
年
二
か
月
に
な
り
ま
す
。
至
ら
ぬ
こ
と
が
多
々

浄
土
真
宗
と
い
う
ご
法
義
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後
、
歴
代
の
宗
主
方

十
二
月
二
六
日
（
金
曜
）

萩
組
教
化
組
織
懇
談
会
（
萩
本
陣
）

あ
っ
た
中
、
今
日
ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し

★
子
供
会
（
土
曜
学
校
）
関
連

午
前
九
時
（
本
堂
）

の
は
、
仏
祖
の
ご
加
護
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
宗
門
内
外
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご

た
。
そ
の
流
れ
を
受
け
継
い
で
今
こ
こ
に
法
統
を
継
承
し
、
未
来
に
向
け
て
ご

十
月
十
八
日
（
土
曜
）
十
一
月
十
五
日
（
土
曜
）
十
二
月
二
〇
日
（
土
曜
）

理
解
と
ご
協
力
の
お
蔭
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

法
義
が
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
、
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
／
宗

子
供
報
恩
講
一
月
十
一
日
（
日
曜
）
※
萩
組
子
供
報
恩
講
は
十
二
月
予
定

／
こ
の
間
、
本
願
寺
で
は
、
阿
弥
陀
堂
の
修
復
、
顕
如
上
人
四
百
回
忌
、
蓮
如
上

門
の
過
去
を
ふ
り
か
え
り
ま
す
と
、
あ
る
い
は
時
代
の
常
識
に
疑
問
を
抱
か
な

★
仏
教
青
年
会
関
連

午
後
三
時
（
庫
裡
）

人
五
百
回
遠
忌
、
御
影
堂
の
修
復
、
宗
祖
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
等
の
ご
縁
を

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
対
応
、
あ
る
い
は
宗
門
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の
苦
渋
の
選

十
二
月
三
一
日
（
水
曜
）

除
夜
会

皆
様
と
と
も
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
北
境
内
地
を
取
得
で
き
た

択
と
し
て
の
対
応
な
ど
、
ご
法
義
に
順
っ
て
い
な
い
と
思
え
る
対
応
も
な
さ
れ

★
仏
教
壮
年
会
関
連

お
蔭
で
、
活
動
を
よ
り
広
く
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
宗
門
で

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
過
去
に
学
び
、
時
代
の
常
識
を
無
批
判
に
受
け
入

十
月
一
九
日
（
日
曜
）
午
後
二
時

光
山
寺
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
白
水
小
）

は
基
幹
運
動
の
推
進
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
活
動
や
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。
世

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
苦
渋
の
選
択
が
必
要
に
な
る
社
会
が
再
び
到
来

十
一
月
二
九
日
（
土
曜
）
午
後
七
時

報
恩
講
夜
座
（
本
堂
）

界
各
地
に
も
、
お
念
仏
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
、
巡
教
な
ど
に
よ

し
な
い
よ
う
、
注
意
深
く
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
／
宗
門
の
現
況

十
二
月
二
〇
日
（
土
曜
）
午
後
六
時

光
山
寺
仏
壮
研
修
会
・
忘
年
会

っ
て
身
近
に
知
り
、
御
同
朋
の
思
い
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
ま

を
考
え
ま
す
時
、
各
寺
院
に
ご
縁
の
あ
る
方
々
へ
の
伝
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

★
仏
教
婦
人
会
関
連

こ
と
に
有
り
難
く
思
い
ま
す
。
／
こ
の
三
十
七
年
間
は
勝
如
前
門
主
の
戦
争
を
挟

寺
院
に
ご
縁
の
な
い
方
々
に
対
し
て
、
い
か
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
く
の
か
を

十
一
月
二
六
日
（
水
曜
）
午
前
八
時
半

光
山
寺
報
恩
講
の
清
掃
・
莊
厳

ん
だ
激
変
の
五
十
年
に
比
べ
れ
ば
、
や
や
穏
や
か
と
も
言
え
る
時
代
で
し
た
が
、

考
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
本
願
念
仏
の
ご
法
義
は
、
時
代
や
社
会
が
変
化
し

★
親
鸞
聖
人
讃
仰
会

午
後
八
時
（
本
堂
）

国
内
で
は
大
小
の
天
災
・
人
災
が
相
次
ぎ
、
経
済
価
値
が
優
先
さ
れ
た
結
果
、
心

て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
法
義
の
伝
え
方
は
、
そ
の
変
化
に
つ

十
月
二
〇
日
（
月
曜
）
※
本
年
は
こ
れ
で
終
了

の
問
題
も
深
刻
化
し
ま
し
た
。
世
界
で
は
、
武
力
紛
争
、
経
済
格
差
、
気
候
変
動
、
れ
て
変
わ
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
現
代
と
い
う
時
代
に
お
い
て
、

★
礼
讃
の
夕
べ
（
旧
、
正
信
偈
唱
和
会
）

午
後
八
時
（
本
堂
）

核
物
質
の
拡
散
な
ど
、
深
刻
な
あ
る
い
は
人
類
の
生
存
に
関
わ
る
課
題
が
露
わ
に

ど
の
よ
う
に
し
て
ご
法
義
を
伝
え
て
い
く
の
か
、
宗
門
の
英
知
を
結
集
す
る
必

十
月
十
八
日
（
土
曜
）
※
予
定
変
更
済
注
意
、
本
年
は
こ
れ
で
終
了

な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
心
残
り
は
、
浄
土
真
宗
に
生
き
る
私
た
ち
が
十
分
に

要
が
あ
り
ま
す
。
／
ま
た
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

★
雅
楽
練
習
会

午
後
七
時
半
（
庫
裡
）

力
を
発
揮
で
き
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
で
す
。
／
私
た
ち
の
宗
門
は
、
門
信
徒
一

む
の
か
、
と
り
わ
け
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
被
災
地
の
復

十
月

五
日
（
日
曜
）

人
ひ
と
り
に
、
み
教
え
が
受
け
継
が
れ
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
も
っ
て
い

興
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
／

★
仏
教
讃
歌
コ
ー
ラ
ス
練
習
会

毎
月
第
三
木
曜
日
（
本
堂
）

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
社
会
の
変
動
の
中
に
あ
っ
て
、
浄
土
真
宗
の
み
教
え
や
伝

「
自
信
教
人
信
」
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
現
代
の
苦
悩
を
と
も
に
背
負
い
、
御

十
月
十
六
日
（
木
）
午
後
八
時

統
に
あ
る
多
様
な
可
能
性
を
見
つ
け
出
し
、
各
人
、
各
世
代
、
特
に
若
い
世
代
の

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
し
て
皆
様
と
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
性
と
実
行
力
を
尊
重
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
を
朋
と
し
、
御
同
朋
の
社
会

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）
六
月
六
日

龍
谷
門
主

釋
専
如
」

※
雅
楽
・
コ
ー
ラ
ス
は
新
規
参
加
者
募
集
中
。
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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■
除
夜
会
に
て
富
く
じ
抽
選
会
■

表
彰

（
１
）小
・
中
学
生
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

■
婦
人
会
バ
ザ
ー
の
報
告
■

光
山
寺
で
は
大
晦
日
の
午
後
十
一
時
四
十
分
よ

「
特
選
」
各
部
門
各
学
年
一
名

「
入
選
」
各
学
年
三
名
以
内

去
る
六
月
二
八
・
二
九
日
に
行
わ
れ
た
婦
人
会
法
座
時
の
バ
ザ
ー
の
収
益
に
つ
い

り
毎
年
除
夜
の
鐘
を
つ
い
て
い
ま
す
。こ
の
除
夜
会
の
後

「
佳
作
」

各
学
年
若
干
名

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
バ
ザ
ー
収
益
金
は
十
四
万
八
八
五
七
円
で
し
た
。
こ
の
中
か

に
お
正
月
の
最
初
の
お
勤
め
で
あ
る
修
正
会
（
元
旦

（
２
）幼
児
の
各
部
門
入
賞
作
品
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

ら
本
堂
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
募
金
箱
と
あ
わ
せ
て
十
万
円
を
広
島
市
の
豪
雨
土
砂

会
）が
本
堂
に
て
勤
修
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
ご
門
徒
の

「
は
と
賞
」

各
部
門
若
干
名

災
害
支
援
金
と
し
て
、
広
島
の
安
芸
教
区
に
直
説
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
と
新
し
い
年
の
最
初
の
ご
縁
に
あ
う
法
会
で
す
。

（
３
）応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
法
会
に
参
加
し
て
頂
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
出
品
方
法

十
月
二
五
日
ま
で
に
光
山
寺
迄
お
届
け
く
だ
さ
い
。作
品
は
返

■
Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（
世
界
自
然
保
護
基
金
日
本
委
員
会
）
の
募
金
箱
報
告
■

修
正
会
終
了
の
午
前
一
時
よ
り
、
本
堂
に
て
新
年
お
楽
し
み
富
く
じ
抽
選
会
を
開

却
い
た
し
ま
せ
ん
。※
山
口
別
院
作
品
展
に
つ
い
て
は
別
紙
案
内

焼
香
卓
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
募
金
箱
に
集
ま
っ
た
募
金
五
千
一
四
二
円
を
七
月
二
十
九
日
送
金

催
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、富
く
じ
番
号
札
配
布
は
大
晦
日
除
夜
会
の
除
夜
の
鐘
を
つ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
た
し
ま
し
た
。
募
金
大
変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
は
、
東
日
本
大
震

き
に
来
た
方
、
一
人
に
一
枚
の
み
の
お
渡
し
と
な
り
ま
す
。（
無
料
、
鐘
が
つ
け
る
の
は

■
仏
教
豆
辞
典
■

（『
仏
教
用
語
豆
辞
典
一
〇
〇
』本
願
寺
出
版
社
よ
り
）

災
前
よ
り
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
変
え
る
た
め
に
、
環
境
保
全
の
視
点
を
政
策
に
、
百
八
番
ま
で
）
豪
華
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
抽
選
時
不
在
の
方
に
は
商
品
獲

【
法
螺
（
ほ
ら
）】

現
実
的
・
具
体
的
な
道
を
描
く
、
政
府
案
に
対
す
る
代
替
案
を
出
す
、
温
室
ガ
ス
の
削
減

得
の
権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、修
正
会
に
は
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
ホ
ラ
を
吹
く
」
と
い
え
ば
、
大
げ
さ
な
こ
と
を
言
う
、
う
そ
を
つ
く
と

目
標
を
求
め
る
、
既
成
概
念
を
変
え
て
い
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
を
高
め
る
、
な
ど

■
冬
の
児
童
作
品
募
集
■

い
う
意
味
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
の
こ

の
環
境
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

本
願
寺
で
は
毎
年
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
間
、
親
鸞
さ
ま
の
お
徳
を
た

と
を
指
し
た
の
で
す
か
ら
、
不
思
議
で
す
よ
ね
。
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
は
、

■
今
年
も
別
院
に
て
帰
敬
式
■

た
え
る
と
と
も
に
、ご
苦
労
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
く
「
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」
が
勤
ま

い
ろ
い
ろ
な
表
現
で
喩
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
獅
子
吼
は
有
名
で
す
が
「
大

し

し

く

山
口
別
院
の
報
恩
講
に
合
わ
せ
て
今
年
も
帰
敬
式
が
執
り
行

り
ま
す
。例
年
、こ
の
法
要
期
間
中
に「
全
国
児
童
生
徒
作
品
展
」
を
開
催
い
た
し
ま

法
螺
を
吹
く
」
も
、
そ
の
一
つ
な
の
で
す
。
イ
ン
ド
で
は
、
戦
場
で
ホ
ラ

わ
れ
ま
す
。
帰
敬
式
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
・
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御

す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
仏
さ
ま
の
み
教
え
の
中
で
育
て
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る

貝
を
吹
き
出
陣
の
合
図
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の
音
が
遠
く
ま
で
響
き
、
軍

前
で
浄
土
真
宗
の
門
徒
と
し
て
の
自
覚
を
あ
ら
た
に
し
、
今
後

喜
び
を
、
作
品
に
表
し
て
み
ま
し
ょ
う
。た
く
さ
ん
の
お
友
達
を
さ
そ
っ
て
、み
な
さ
ん

勢
を
雰
い
た
た
せ
た
の
を
、
仏
の
説
法
の
喩
え
と
し
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

力
強
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
う
生
涯
た
だ
一
度
の
大
切
な
儀

の
得
意
な
部
門
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

が
「
お
釈
迦
さ
ま
の
よ
う
な
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
う
」
と
い
う
意
味
を
経

式
で
、「
お
か
み
そ
り
」
と
も
い
い
ま
す
。
式
は
原
則
と
し
て

［
作
文
・
詩
］

て
、
今
の
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ご
本
山
で
ご
門
主
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
、
三
帰
依
文
を
唱
え

「
他
の
人
の
苦
し
み
や
悩
み
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
な

【
油
断
】

て
、
お
か
み
そ
り
を
受
け
、
法
名
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
本

生
き
方
」
に
つ
い
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

「
油
断
大
敵
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で

願
寺
以
外
で
も
帰
敬
式
執
行
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
受
式
者

・
幼
児
規
格
無
し

・
小
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
３
枚
以
内

も
、
そ
れ
が
も
と
で
大
失
敗
を
ま
ね
く
こ
と
が
あ
る
の
で
、
気
を
ゆ
る
し

B4

400

全
員
、
椅
子
で
帰
敬
式
を
受
式
で
き
る
の
で
、
こ
の
ご
縁
に
是

・
中
学
生

縦
書

字
詰
原
稿
用
紙
４
枚
以
内

・
本
人
直
筆
に
限
る

た
り
、
不
注
意
は
大
敵
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。『
涅
槃
経
』

B4

400

非
受
式
く
だ
さ
い
。
日
時
は
十
一
月
二
十
五
日
（
火
曜
日
）
午

※
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に「
題
」、２
行
目
に「
単
位
名（
団
体
名
）」
お
よ
び

「
学
年
」、
に
、
む
か
し
、
あ
る
王
が
、
一
人
の
部
下
に
油
の
一
杯
入
っ
た
壷
を
持
っ

後
一
時
よ
り
受
付
。
午
後
二
時
執
行
。
冥
加
金
は
成
人
一
万
円
・
未
成
年
五
千
円
を
当
日
持
参

３
行
目
に「
氏
名
・
ふ
り
が
な
」
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

て
歩
か
せ
、「
も
し
一
滴
で
も
こ
ぼ
し
た
な
ら
、
汝
の
命
を
断
つ
」
と
言

く
だ
さ
い
。
申
込
み
方
法
は
、
お
寺
ま
で
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
を
必
ず
十
月
十
五
日
ま
で

［
絵
画
］

い
渡
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
不
注
意
は
最
大
の
敵
だ
と
い
う
い

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
度
の
帰
敬
式
で
は
法
名
の
内
願
（
本
人
が
ご
希
望
の
法

課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
自
由
に
描
い
て
く
だ
さ
い
。（ﾎ

ﾟｽ
ﾀ
ｰ

・ｲﾗ
ｽ
ﾄ

・
版
画
も

ま
し
め
で
し
ょ
う
。
こ
の
故
事
か
ら
、
注
意
を
怠
る
こ
と
を
「
油
断
」
と

名
を
付
け
る
事
）
が
、
残
念
な
が
ら
期
日
の
関
係
で
で
き
ま
せ
ん
。
尚
、
ご
本
山
で
の
帰
教
式

可
）。四
切（

×
）以
内（
全
学
年
共
通
）。名
札
を
作
品
下
部
中
央
に
つ
け

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
油
で
命
を
断
つ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
油

38
cm

54
cm

は
従
来
ど
う
り
に
毎
日
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
（
一
月
一
日
・
一
月
十
六
日
の
晨
朝
後
、
一

て
く
だ
さ
い
。（

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

断
は
怪
我
の
基
と
い
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
く
れ
ぐ
れ
も
油
断
な
き
よ
う
に
。

HP

月
八
日
・
十
二
月
二
十
日
終
日
を
除
く
）

［
書
］

【
楊
枝
（
よ
う
じ
）】

■
報
恩
講

夜
の
座
■

幼
児
＝
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
（
一
字
で
も
可
）。

楊
枝
は
楊
子
と
も
書
き
、
歯
を
掃
除
す
る
用
具
で
、
つ
ま
よ
う
じ
や
歯

光
山
寺
の
報
恩
講
日
程
は
毎
年
十
一
月
の
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
日
の
三
日
間
の
固
定

小
学
１
年
生
＝
「
山
」

小
学
２
年
生
＝
「
じ
ひ
」

ブ
ラ
シ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
修
業
僧
が
、
持
っ
て
い
る
道
具

で
、
朝
・
昼
の
合
計
六
座
の
法
座
が
も
た
れ
て
い
ま
す
。
日
程
や
仕
事
の
関
係
で
聴
聞
が
で
き

小
学
３
年
生
＝
「
よ
ろ
こ
び
」

小
学
４
年
生
＝
「
受
け
つ
ぐ
」

を
、
六
物
と
か
十
八
物
と
か
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
楊
子
は
、
そ
の
十
八
物

に
く
い
方
々
の
た
め
に
、
ご
講
師
が
宿
泊
さ
れ
る
場
合
に
限
っ
て
二
十
九
日
は
夜
の
座
が
開
か

小
学
５
年
生
＝
「
伝
え
る
力
」

小
学
６
年
生
＝
「
新
し
い
歩
み
」

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
柔
ら
か
い
木
の
小
枝
を
取
り
、
そ
の
枝
端
を

れ
ま
す
。
今
年
の
報
恩
講
で
は
こ
の
夜
の
座
が
二
十
九
日
の
み
午
後
七
時
よ
り
開
か
れ
る
予
定

中

学

生
＝
「
真
実
信
心
天
」

か
み
、
そ
の
汁
で
歯
を
磨
き
口
を
洗
っ
た
の
で
、
歯
木
と
も
言
い
ま
し
た
。

で
す
。
ま
た
、
こ
の
夜
の
座
に
は
雅
楽
演
奏
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※
学
年
・
氏
名
は
、自
筆
で
左
側
に
書
く
こ
と
。た
だ
し
、低
学
年
の
場
合
は
姓
ま
た
は
名
前
だ
け
で

こ
の
習
慣
は
中
国
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
中
国
で
は
楊
柳
で
作
っ
た

尚
、
夜
の
座
が
開
か
れ
る
関
係
か
ら
三
十
日
は
午
前
中
に
て
満
座
終
了
と
な
り
ま
す
。
仏
教

も
よ
い
。
園
児
・
小
学
生

半
紙（
タ
テ

×

ヨ
コ

に
限
る
）書
体
は
楷
書
。中
学
生
、画
仙

の
で
、
楊
枝
の
語
が
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
日
本
へ
は
仏
教
伝
来
と
共

33
cm

24
cm

壮
年
会
の
方
は
、
こ
の
夜
座
が
研
修
会
を
か
ね
て
い
る
の
で
、
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
ご
参
加

紙
半
切
四
分
の
一
の
大
き
さ（
タ
テ

×

ヨ
コ

）。
書
体
は
楷
書
も
し
く
は
行
書
。
名
札

に
伝
え
ら
れ
普
及
し
ま
し
た
が
、
洋
風
歯
ブ
ラ
シ
全
盛
の
現
在
、
つ
ま
よ

68
cm

17.5
cm

く
だ
さ
い
。

を
作
品
下
部
中
央
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。（

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

う
じ
だ
け
が
面
影
を
残
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

HP

山
口
別
院
定
例
法
座
・
毎
月
五
日
午
後
一
時
半
（
一
月
は
十
時
半
）

萩
こ
こ
ろ
の
電
話
（
三
分
間
法
話
）
℡
２
５
～
７
７
１
０

西
本
願
寺
の
時
間
（
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
）
毎
週
日
曜
日
午
前
六
時
か
ら
十
分
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